
No. 202

16 -1st- 5
13 -2nd- 12
16 -3rd- 5
19 -4th- 20
-OT1-

-OT2-

-OT3-

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 5 1 1 0 0 4 * 2 0 1 0
* 9 0 3 3 0 5 * 2 0 1 0

5 1 1 0 2 6 * 7 1 1 2
1 0 0 1 0 7 * 21 5 2 2
- - - - - 8 * 2 0 1 0

* 6 0 3 0 0 9 2 0 1 0
* 15 0 6 3 1 10 0 0 0 0
* 17 0 5 7 2 11 0 0 0 0

0 0 0 0 0 12 6 2 0 0
6 0 3 0 0 13 - - - -
0 0 0 0 0 14 - - - -
- - - - - 15 - - - -
- - - - - 16 0 0 0 0
- - - - - 17 - - - -
- - - - - 18 - - - -

64 2 22 14 5 42 8 7 4
S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール
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宮坂 桃菜
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期 日： 2008(H20)年8月7日 (木)

開始時間： 14:00
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○

64

関東大会初日の第１戦。東京都代表の甲ノ原中、千葉県代表の市川四中ともハーフのマンツー
マンＤｅｆでスタート。市川四中は開始早々＃１０阿部のバスケットカウント、＃４藤岡の３Ｐで主導
権を握る。甲ノ原中は緊張のため動きが硬くボールが手につかない。４分間で１ゴールのためタイ
ムアウトを取り、Ｄｅｆをオールコートに変えるが市川四中のリズムは変わらず。
第２Ｐ、甲ノ原中は２本の３Ｐを含む３連続ゴールで５点差まで詰め寄るが、高さで勝る市川四中
はゴール下を支配して試合を優位に進める。
第３Ｐ、市川四中はチェックの早いＤｅｆで甲ノ原中にリズムをつかませない。Ｏｆｆでは＃１１小出
の活躍で、４５－２２で大量リードを奪う。
第４Ｐに入り、巻き返しを図る甲ノ原中は、オールコートでプレスをしかけ勝負に出るが、どこから
でも得点のとれる分厚い攻めの市川四中が冷静に対応し、２回戦に進出する。
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田中 詩七

幸前 有輝子

正木 寿美

森住 梨央桑原 さやか
釘本 いずみ

選手名

藤岡 麻菜美
小山 愛

NO.

(千葉県)

市川四

F選手名

甲ノ原●

42
(東京都)

3
5市川 未央

町田 優果

2

コーチ

藤井 理恵
川﨑 未央
櫻本 静月夜

15

山口 莉奈
岸田 美羽

竹川 朋香
岡部 沙紀

小出 沙樹
阿部 ちひろ

岡村 祐希

岡 好海

大野 千穂

本多 なるみ

大会名称：

開催場所：

試合区分：

関東中学校バスケットボール大会
第38回

船橋市総合体育館 Ｂコート

女子 １回戦

コーチ志村 陽子 福島 紀史

3ポイントシュート 2ポイントシュート

17

FT:

合計合計

スターター


